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 1 　政策推進の考え方

近年、政策の目標や効果を数字で示そうとする取組の重視度が増してきています。本市でも、第四

次宇部市総合計画における数値目標やその進捗評価、第 2 期宇部市まち・ひと・しごと創生総合戦略

の KPI の設定や進捗状況評価などを行っています。評価結果をみると、多くの場合はある程度数字の

達成はできているのですが、人口減をはじめとした都市運営に重要な指標について改善できていない

状況もあります。

こうした状況に対して、内閣府が主導して「政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではな

く、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づくものとすること」という指針を

出しました。EBPM（Evidence-Based Policy Making）と言われるこの指針は、政策効果の測定に重

要な関連を持つ情報や統計等のデータを活用して、政策の有効性を整理・確認するものです。

本計画では、各基本方針の中で、中心となる施策を中心に重点施策を組み立て、その取組をタイミ

ング良く実効的に進めて行くことにより各施策や事業を連動して機能させていくことを想定していま

す。下図 STEP1 ～ STEP7 に沿って、各基本方針についてのありたい姿を想定し、評価手法の設定

から立案、指標の管理、そして重点施策の進捗確認を着実に進めて行くことを想定しています。

図表 4-1　重点施策の進捗管理の全体像と行政評価との関係図
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ヒアリング 【一般的な達成率の算定式の考え方】

フロー型 : 実績値 /目標値
ストック型 :( 実績値 - 当初値 )/( 目標値 - 当初値 )

評価手法の設定

社会状況の変化等から、主な取組を適宜見直し

指標の管理 重点戦略の進捗確認
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 2 　4 つの重点施策

【重点施策１：成長産業の創出と育成】ロジックモデルシート

【重点施策 2：経営基盤強化と事業継続の促進】 ロジックモデルシート

解決すべき
問題・課題

上記問題・課題
と事業との関係

インプット＆アクティビティ
（主な取組）

その他の主な取組

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

中長期※アウトカム

※時間軸で初期
　　→中長期で設定

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

社会経済環境が大きく変わる中、産業における付加価値がモノからサービスへと移行してきたことから、デジタ
ル化をはじめとして時代にマッチした取組や経営へと進化していく必要があります。また、人口減少に伴い生産
年齢人口も減少する中、本市が持続的に発展するためには、次代を担う産業の創出・育成、さらには魅力的な働
く場の確保として起業・創業の推進や企業誘致などを行っていくことが必要です。

上記の課題を踏まえ、産業集積や大学等の高等教育機関、試験研究機関の立地など、本市の地域特性を活かし、
産学公金の連携による「宇部市成長産業推進協議会」を核として、「医療・健康」、「環境・エネルギー」、「宇宙産業・
DX（IoT・AI・5G等）」、「バイオ」などの次世代技術に関連した成長産業の創出・育成を推進していきます。

成長産業の創出

令和8年度
・成長産業創出等により生まれ
た起業・事業化件数

・相談件数

成長産業分野における
大学等の研究シーズに
係る調査・整理や研究
開発、事業化への取組
を支援

デジタル技術の活用推進
オープンイノベーション
の推進

成長産業分野で創業を
目指す若者を支援する
ベンチャー創業支援や
人材育成等

＞民間企業による成長産業分野
における自主的な取組の増加
＞大学等の研究シーズの発掘

＞セミナー等の開催
＞ベンチャー創業の広がり

・研究開発・技術シーズの提案
件数

・開催回数
・セミナー等への参加者数

・起業・創業の推進
・サテライトオフィスの誘致

＞成長産業分野における大学等
の研究シーズに対する支援
＞成長産業分野における研究開
発・事業化に対する支援

＞成長産業分野における研究開
発・事業化の取組に対する支援
＞ベンチャー創業への具体的な支援

＞ベンチャー創業への入り口支
援

・認定プロジェクト件数
・研究開発プロジェクト件数

令和8年度
・起業・事業化に向けた個別支援
の実施件数
・個別支援件数

■魅力的な産業が育つまち
・成長産業に関連した起業や企
業誘致が増え、若者の雇用者
が増加し活躍

解決すべき
問題・課題

上記問題・課題
と事業との関係

その他の主な取組

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

中長期※アウトカム

※時間軸で初期
　　→中長期で設定

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

インプット＆アクティビティ
（主な取組）

産業構造の変化、消費者ニーズの多様化、そしてそうした変化の急速化、新型コロナウイルスなど未知の感染症
の拡大など、社会経済環境が大きく変わる中、中小企業が対応すべき課題は多岐に渡り、特に小規模事業者の経
営環境は厳しさを増してきています。また、中小企業の経営者の高齢化も進んでおり、事業承継をはじめとして
企業経営における大きな課題となっています。

上記の課題を踏まえ、中小企業が新しい時代のライフスタイルやニーズの変化に対応できるようデジタル化の導
入等を支援するとともに、それらの変化に柔軟に対応できるよう経営基盤の強化や事業継続の取組を推進してい
きます。

付加価値や生産性向上の
推進
中小企業のＤＸ促進

令和8年度
・業績良好企業の割合

・事業継続に向けた取組数
・事業承継に向けた取組数

地域内外の異業種企業
との連携をする場を設
け、DX を絡めた業務
改善・改革を図る

経営基盤の強化や経営
安定化の推進
円滑な事業承継の推進

事業継続等について、
関係各所と連携して総
合的に支援

>付加価値や生産性向上による
競争力の強化を支援

> DXを絡めた業務改善・改革
の支援

>関連補助金の活用
>セミナー等の開催

・共同研究支援件数
・補助金活用件数

・補助金活用件数
・開催回数

・産業振興への機運の醸成
・企業連携によるプラットフォームの構築

>参加している民間企業のＤＸ
推進による業務改善等の取組
>参加企業間の連携促進 >参加企業の付加価値額

>実施企業の事業継続割合

>事業継続のための取組
>事業承継のための取組

・参加企業等によるＤＸの取組件数
令和 8年度
・付加価値額向上率
・事業継続割合

■地元産業が持続的に発展するまち
・市内企業の経営基盤強化と、
事業承継が着実に進み、これ
までに培った技術や文化、人
材等が会社やまちに生き続け
ている
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【重点施策 3：産業を支える人材の確保・育成】 ロジックモデルシート

【重点施策 4：人が集う場や機会の創出】 ロジックモデルシート

解決すべき
問題・課題

上記問題・課題
と事業との関係

その他の主な取組

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

中長期※アウトカム

※時間軸で初期
　　→中長期で設定

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

インプット＆アクティビティ
（主な取組）

本市のほとんどの企業では、自社の抱える経営課題として人材不足や人材育成を筆頭にあげています。特に中小
企業における人材不足はますます深刻化してきており、新たな従業員の確保とともに、従業員の育成・定着も喫
緊の課題となっています。

上記の課題を踏まえ、業種や規模によって異なる企業の持つ人材に対するニーズを踏まえつつ、本市の産業を支
える人材を確保し、育成していくとともに、働く側にとってより働きやすい環境づくりやそれを支える制度づく
りなどを推進していきます。

企業の人材確保の支援

令和8年度
・従業員の採用状況が順調であ
る割合
・大学生等の市内就職割合

・健康経営優良法人申請企業数

ハローワークや大学等
と連携して人材のマッ
チングを図る

健康経営の推進

より良い職場環境づく
りを進める企業への支
援を図る

>セミナー等の開催
>人材募集情報の発信

>職場環境改善の支援
>健康経営関連の情報発信

・セミナー等参加者数
・情報発信の回数

・補助金活用件数
・情報発信の回数

・経営者や従業員の能力向上
・若者の職業体験
・多様な働き方の実現に向けた職場環境づくり

>人材マッチングの活動
（紹介、面接等） ＞参加企業の新規採用者数

＞健康経営優良法人認定企業数

>健康経営優良法人に認定され
る取組

・人材マッチング活動数
令和8年度
・新規採用企業数
・認定企業数

■多様な人材が活躍するまち
・企業の採用活動が活発になり、
働きたい人にとって業種を問
わず様々な選択肢がある

解決すべき
問題・課題

上記問題・課題
と事業との関係

インプット＆アクティビティ
（主な取組）

その他の主な取組

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

中長期※アウトカム

※時間軸で初期
　　→中長期で設定

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

市内には、随所に永く地域住民の消費生活等を支えてきた商店街がありますが、流通構造の変化や決済手段の多
様化、生活者のライフスタイルの変化等により、ますます厳しさが増し、まちの活性化と魅力づくりが必要となっ
ています。
また、まちなかの賑わいの創出を図るため、多様な人々が集う場や機会の創出が必要となっています。

上記の課題を踏まえ、中心市街地など地域の拠点エリアで、市民等が集う楽しみ寛げる場や機会づくりを進める
とともに、市民の豊かな生活の実現に寄与する環境・サービスの創出を行うなど、市民や来街者等のライフスタ
イルに応じた新たな生活環境の創造を推進していきます。

まちなかの賑わいづくり

令和8年度
・卸売・小売業、宿泊・飲食サー
ビス業の市内総生産

・観光交流人口

商店街等によるウィズ
コロナでのイベントの
開催、にぎわい創出に
寄与するイベント等へ
の支援

観光交流の推進

関係団体等と連携し、
圏域内の交流創出につ
ながる観光地域づくり

>商店街等におけるイベント開
催の支援

>中心市街地におけるイベント
の開催

>本市の認知度向上
>コンベンションの活性化

イベント開催件数

・TV・ロケ地誘致件数
・コンベンション参加者数

・まちづくりと連動した中心市街地の活性化
・まちの魅力創出と質の向上

>中心市街地におけるにぎわい
の創出 >中心市街地における営業店舗数

>市内宿泊客数

> 市内の各所での交流を通じ
たにぎわい創出

・中心市街地イベント参加者数
※宇部まつり、新川市まつり、
花火大会除く

令和8年度
・営業店舗数
（新天町地区ほか４地区の合計）
・のべ宿泊客数

■ひとが集まり賑わいあふれるまち
・まちなかやときわ公園などは
定期的に魅力化に向けた取組
がなされ市外からも多くの来
街者によりにぎわっている


